


秋に羽化し、越冬した成虫 
早春に、残雪上で日光浴中 

キベリタテハ ■ 
早春の短い間だけ見られる 
すばやく飛翔する 

コツバメ ■ 
春型と夏型の斑紋は別種かと思うほ
ど違う 

サカハチチョウ（春型） ■ 
敏捷に飛び回る 

ヒメキマダラセセリ ■ 

茶色の地色にまだら模様 
絶滅が危惧されている 

チャマダラセセリ ■ 
（別名：ウスバシロチョウ） 
翅がやや透けて見える 

ウスバアゲハ ■ 
春と夏に飛ぶ 
尾根や山頂に集まる 

キアゲハ ■ 
林周辺の草地でゆるやかに飛ぶ 

ヒメウラナミジャノメ ■ 

遠くから見るとツルが舞っているように
見える　実は淡褐色から赤に熟す 

マイヅルソウ（中） ■ 
安家森近辺の方言では「フクベラ」 
若芽は牛も食べる　実はコンペイトウみたい 

ニリンソウ（多い） ■ 
山の荷葉（フキ）という意味 
実は青くておいしそう 

サンカヨウ（少ない） ■ 
喘息（方言ズダ）の薬種という意味 

ズダヤクシュ（中） ■ 

家の近くでも見られるスミレ 

タチツボスミレ（中） ■ 
キクじゃないのにキクのような花 
白と紫がある 

キクザキイチゲ（少ない） ■ 
山の延胡索（生薬）という意味 

ヤマエンゴサク（少ない） ■ 

隣のヒメスゲとともに優占種で茎が３
角形 

チャシバスゲ（多い） ■ 
穂がないとチャシバスゲとの区別は困
難 

ヒメスゲ（多い） ■ 
関東以北の山に咲くキク 

アズマギク（中） ■ 
この時期の黄色はセイヨウタンポポか
本種　「雉の筵」の意味 

キジムシロ（多い） ■ 

ササの上などをゆるやかに飛ぶ 

ヒメキマダラヒカゲ ■ 
クロカンバを食樹（幼虫のエサ）にし
ているのがここで確認された 

スジボソヤマキチョウ ■ 
南方で発生し，春に北上，秋に南下し
ていく 

アサギマダラ ■ 

後翅の裏にC字型の白斑がある 
夏型と秋型がある 

シータテハ ■ 
後翅の裏にL字型の白斑がある 

エルタテハ ■ 
移動性が強く，南方で発生し， 飛んで
くる 

イチモンジセセリ ■ 

「反魂草」魂がよみがえるくらい効くと
いう意味 

ハンゴンソウ（多い） ■ 
安家森にはセイヨウノコギリソウもあ
る 

エゾノコギリソウ（少ない） ■ 
４枚輪生の葉　枯れた花がよく燃え
るので「火を取り」 

ヨツバヒヨドリ（多い） ■ 
花が黄色で全体的に繊細だったらオ
ミナエシ　実には翼がついている 

オトコエシ（少い） ■ 

黄色と白がある　食べると苦い 
「菜」が付くと基本的に食用可能 

ニガナ（中） ■ 
家紋の「梅鉢」に花が似ている 

ウメバチソウ（中） ■ 
薬効をもらした弟を兄が切ってその血が葉
の黒点になったというお話し　実は赤い 

オトギリソウ（中） ■ 
お花の形が船の碇に似ている 

ハナイカリ（中） ■ 

根生葉が大根の葉に似ている 
実は動物にくっついて運ばれる 

ダイコンソウ（中） ■ 
「現の証拠」というくらい効くという意
味 

ゲンノショウコウ（多い） ■ 

♀の前翅の先に白斑がある 

オオウラギンスジヒョウモン ■ 
翅の裏が緑色 
アザミの花で吸蜜中 

ミドリヒョウモン ■ 
林の中を活発に飛ぶ 

クロヒカゲ ■ 
春型と夏型がある　♂は発香鱗を持
ち、ミカンのような香りがする 

スジグロシロチョウ（夏型）■ 

夏の草地で最も数が多い 
翅の裏が光って見える 

ウラギンヒョウモン ■ 
夏の草地で２番目に多い 
低いところをゆるやかに飛ぶ 

ジャノメチョウ ■ 
夏の草地で３番目に多い 
♂は黄色，♀は白と黄色の２型がある 

モンキチョウ ■ 
目玉模様は天敵への威嚇効果がある
とも言われる 

クジャクチョウ ■ 

スズメ（小さい）の毛槍という意味 

スズメノヤリ（中） ■ 
5年間で、1シーズンだけ発見 

ハクサンチドリ（少ない）■ 
上から見ているだけだと花を見逃す 

アマドコロ（少ない） ■ 
短角牛がいる山でよく出会う　楽しい
色形 

ヤマオダマキ（少ない） ■ 

山に咲く（ノミノ）フスマという意味 

オオヤマフスマ（多い） ■ 
安家森で一番多い「いわゆるお花」が
咲く草 

ミツバツチグリ（多い） ■ 
夏には閉鎖花が咲く　それが槍に似て
いる 

センボンヤリ（少ない） ■ 
膝丈以上の黄色い花はほとんど本種
安家森で一番目立つ花 

ウマノアシガタ（多い） ■ 

放牧を再開し増加　草地の登山道は
本種とオオバコが優占 

シバ（中） ■ 
スゲとともに優占　むかし、播種したか
牛が運んだ牧草 

ケンタッキーブルーグラス（多い） ■ 
花の後ろが大工道具の墨入れ壷に似
ている 

スミレ（中） ■ 
スミレは似ている種類が多く見分ける
のが困難 

シロスミレ（中） ■ 

初夏 ６月の初中旬から牛は放牧されます。梅雨前が一番気持ちいい季節です。やませの霧におおわれる日もあります。 6月中旬から7月 早春 放牧前のカヌカ（草地）の雪は消えていますが、たどり着くまでの林道にはまだまだ雪が残っています。 5月から6月上旬 夏秋 ９月いっぱいで牛は山下げになります。お盆過ぎはかなり寒いかも知れません。 8月から9月 
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安家森牧野の草とチョウ 

草地端でよく見る 草地でよく見る 林道でよく見る 

他
の
地
域
か
ら
移
動
し
て
く
る
チ
ョ
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